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で実体験する機会を得た。公表した成果は以下のとおり。 １ 紀 要 松本茂章「ボル
ドー日本館と伝統工芸の展覧会 －地方都市を舞台にした日仏文化交流－」、月刊誌




屋芸術大学） H27年11月29日 3 講演 石川清子 "La France et la contre-culture du
Japon" (「日本のカウンターカルチャーとフランス」）、 cinéma Jean Eustache,
Pessac, "la semaine surréaliste"のイベント、平成27年 5月9日 4  通訳 石川清子 上
記イベントの金井勝氏映画上映、ガエタン・クレチヤン氏パフォーマンスの通訳
今後の研究成果の
還元方法
本研究は代表者、分担者ともに、それぞれの基幹となる研究の一部、または延長上
にある。シュルレアリスム周辺の研究（石川）、フランスにおける日本関連文化施
設の研究（松本）にとって、それぞれを補強する研究となった。研究成果は上記の
通りだが、各自の研究に吸収するかたちで、論文や記事にしたり、口頭発表などを
続けたい。既に、「国際文化都市としてのパリ」というテーマで、石川、松本を含
む４名の本学教員が平成２８年秋の本学主催公開講座を担当することが決まってい
る。本研究はボルドーがフィールドだったが、パリ中心のフランスを別の視点から
見ることができ、フランス文化研究における地方都市考察は今後も継続したい。
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